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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電子内視鏡及び第２の電子内視鏡を含む複数種類の電子内視鏡が着脱可能に接続
される電子内視鏡用プロセッサであって、
　　前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡によって取得された画像を処理
する画像処理部と、
　　前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡に供給する電源電圧を出力する
電源回路であって、
　　　前記第１の電子内視鏡の撮像部を駆動するための第１電圧を生成する第１電圧生成
部と、
　　　前記第２の電子内視鏡の撮像部を駆動するための、前記第１電圧とは異なる第２電
圧を生成する第２電圧生成部と、を有する電源回路と、を備え、
　　前記電源回路は、前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡から受信する
同期信号の有無に基づいて、前記第１電圧または前記第２電圧を切り替えて出力する、
電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　前記電源回路は、前記同期信号が有る場合は前記第１電圧を出力し、前記同期信号がな
い場合は前記第２電圧を出力する、
請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
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　前記同期信号の有無を判別する判別部をさらに備え、
　前記判別部は、前記電子内視鏡が前記電子内視鏡用プロセッサに接続されてから所定の
時間が経過した後に、前記同期信号の有無を判別する、
請求項１または請求項２に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　前記判別部は、コンパレータからなる、
請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項５】
　前記判別部は、ＦＰＧＡからなる、
請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項６】
　前記同期信号の有無に基づいて、前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡
に供給する電源電圧を、前記第１電圧または前記第２電圧に切り替える切り替え部をさら
に備える、
請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項７】
　前記電源回路は、前記電子内視鏡が前記電子内視鏡用プロセッサに接続されたことを検
出した場合に、該電子内視鏡の制御のための電源電圧を該電子内視鏡に供給する、
請求項１から６のいずれか一項に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項８】
　撮像部を有する電子内視鏡と、前記電子内視鏡と接続される電子内視鏡用プロセッサと
を備える電子内視鏡システムであって、
　前記電子内視鏡用プロセッサは、
　　第１の電子内視鏡及び第２の電子内視鏡を含む複数種類の前記電子内視鏡が着脱可能
に接続されるものであり、
　　前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡の撮像部によって撮像された画
像を処理する画像処理部と、
　　前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡に供給する電源電圧を出力する
電源回路であって、
　　　前記第１の電子内視鏡の撮像部を駆動するための第１電圧を生成する第１電圧生成
部と、
　　　前記第２の電子内視鏡の撮像部を駆動するための、前記第１電圧とは異なる第２電
圧を生成する第２電圧生成部と、を有する電源回路と、を備え、
　　前記電源回路は、前記電子内視鏡用プロセッサに接続された電子内視鏡から受信する
同期信号の有無に基づいて、前記第１電圧または前記第２電圧を切り替えて出力する、
電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡に電源電圧を供給するための電子内視鏡用プロセッサ、ならびに
該電子内視鏡用プロセッサおよび電子内視鏡からなる電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、患者の体腔内に細径で長尺の挿入部を挿入することにより、対象部位の観察およ
び撮像を行うことができる電子内視鏡システムが広く用いられている。電子スコープの挿
入部先端には撮像素子（ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサなど）および照
明光を体腔内に照射するためのライトガイドが設けられている。対象部位によって反射さ
れた光は、撮像素子によって光電変換されて画像信号として出力され、電子スコープに接
続されるプロセッサによって映像信号処理が施され、モニタに表示される。
【０００３】
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　一般的に、電子スコープの電源電圧は、該電子スコープに接続されるプロセッサによっ
て供給される。ここで、電子スコープの駆動電圧は、電子スコープの種類（主に電子スコ
ープが備える撮像素子の種類）によって異なる。そのため、電子スコープの種類に応じた
電源電圧を供給するためには、電子スコープ毎に専用のプロセッサを用意する必要がある
。また、近年、電子内視鏡用プロセッサが、電子スコープとデジタル通信を行って電子ス
コープの固有情報を取得し、電子スコープの種類に応じた制御を行うことが知られている
。しかしながら、電子スコープと電子内視鏡用プロセッサとがアナログ通信を行うシステ
ムにおいては、電子内視鏡用プロセッサが、電子スコープから固有情報を取得することは
困難である。そこで、この問題を解決するため、特許文献１では、自身に印加される電源
電圧を制御する構成を備える電子スコープが提案されている。詳しくは、特許文献１に記
載される電子スコープは、自身に印加される電圧値を検出する検出部を備える。そして、
該検出部における検出結果に基づき、印加される電源電圧を自身の適正電圧となるように
制御する構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１０６３４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されるように、電子スコープに印加される電源電圧を
検出するための検出部を設けた場合、部品点数の増加により、電子スコープ内の基板を大
きくする必要があり、結果として電子スコープの装置の大型化を招いてしまう。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は、接続される電子ス
コープの種類に応じた電源電圧を供給することが可能な電子内視鏡用プロセッサおよび電
子内視鏡システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態によれば、撮像部を有する電子内視鏡に接続される電子内視鏡用プロ
セッサであって、電子内視鏡によって取得された画像を処理する画像処理部と、電子内視
鏡に供給する電源電圧を出力する電源回路であって、撮像部を駆動するための第１電圧を
生成する第１電圧生成部と、撮像部を駆動するための、第１電圧とは異なる第２電圧を生
成する第２電圧生成部と、を有する電源回路と、を備える電子内視鏡用プロセッサが提供
される。また、本発明の電源回路は、電子内視鏡から受信する同期信号の有無に基づいて
、第１電圧または第２電圧を切り替えて出力することを特徴とする。
【０００８】
　このような構成とすることにより、電子内視鏡用プロセッサ側にて、電子内視鏡の種類
（同期信号の有無）に応じて電源電圧を切り替え、電子内視鏡に供給することが可能とな
る。
【０００９】
　また、上記電源回路は、同期信号が有る場合は第１電圧を出力し、同期信号がない場合
は第２電圧を出力しても良い。
【００１０】
　また、上記電子内視鏡用プロセッサは、同期信号の有無を判別する判別部をさらに備え
、該判別部は、電子内視鏡が電子内視鏡用プロセッサに接続されてから所定の時間が経過
した後に、同期信号の有無を判別する構成であっても良い。このように構成することによ
り、電子内視鏡から安定して同期信号が送信される状態となってから、同期信号の有無を
判断することが可能となる。
【００１１】
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　また、判別部は、コンパレータからなっても良く、またはＦＰＧＡからなっても良い。
【００１２】
　また、上記電子内視鏡用プロセッサは、同期信号の有無に基づいて、電子内視鏡に供給
する電源電圧を第１電圧または第２電圧に切り替える切り替え部をさらに備えても良い。
このように、電源回路での出力の切り替えに加え、電子内視鏡への供給を切り替える切り
替え部をさらに設けることで、正確に電源電圧を切り替えることが可能となる。
【００１３】
　また、電源回路は、電子内視鏡が電子内視鏡用プロセッサに接続されたことを検出した
場合に、電子内視鏡の制御のための電源電圧を電子内視鏡に供給しても良い。このように
構成することで、電子内視鏡から同期信号を受信することができる。
【００１４】
　また、本発明の実施形態によれば、撮像部を有する電子内視鏡と、電子内視鏡に接続さ
れる電子内視鏡用プロセッサと、からなる電子内視鏡システムであって、電子内視鏡用プ
ロセッサは、撮像部によって撮像された画像を処理する画像処理部と、電子内視鏡に供給
する電源電圧を出力する電源回路であって、撮像部を駆動するための第１電圧を生成する
第１電圧生成部と、撮像部を駆動するための、第１電圧とは異なる第２電圧を生成する第
２電圧生成部と、を有する電源回路と、を備える電子内視鏡システムが提供される。また
、本発明の電源回路は、電子内視鏡から受信する同期信号の有無に基づいて、第１電圧ま
たは第２電圧を切り替えて出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように、本発明によれば、電子内視鏡の種類に応じて適切な電源電圧を供給する
ことができ、一つのプロセッサを複数の電子内視鏡で共用することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムの概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第１実施形態における電圧切り替え処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図３】本発明の第２実施形態に係る電子内視鏡システムの概略構成を示すブロック図で
ある。
【図４】本発明の第２実施形態における電圧切り替え処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図５】本発明の変形例における電子内視鏡システムの概略構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システム１の概略構成を示すブロック
図である。図１に示すように、本実施形態の電子内視鏡システム１は、電子スコープ１０
０、電子内視鏡用プロセッサ２００およびモニタ３００を備えている。
【００１９】
　電子スコープ１００は、患者の体腔内に挿入され、体腔内観察または処置のための画像
を取得する。電子スコープ１００は、スコープ制御部１１０、メモリ１２０、撮像部１３
０、ドライバー回路１４０および映像信号処理回路１５０を備える。
【００２０】
　電子内視鏡用プロセッサ２００は、電子スコープ１００に電源電圧を供給するとともに
、電子スコープ１００によって取得された画像を処理してモニタ３００に表示させる。電
子内視鏡用プロセッサ２００は、制御部２１０、ビデオ信号処理回路２２０、絶縁回路２
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３０、および電源回路２４０を備えている。また、電子内視鏡用プロセッサ２００は、電
子スコープ１００との接続部に設けられるロックレバー２５０、後述する電圧切り替え処
理に用いられるＬＰＦ（Low Pass Filter）２４１、コンパレータ２４２およびリレー２
４５を備える。さらに、電子内視鏡用プロセッサ２００は、電子スコープ１００に照明光
を供給する光源装置（不図示）を備えていても良い。　
【００２１】
　続いて、電子内視鏡システム１を用いた体腔内観察について説明する。まず、電子スコ
ープ１００が電子内視鏡用プロセッサ２００に接続される。電子スコープ１００は、電子
内視鏡用プロセッサ２００の接続部に設けられたロックレバー２５０を回転することによ
って、電子内視鏡用プロセッサ２００に固定される。そして、電子内視鏡用プロセッサ２
００の電源がＯＮされ、制御部２１０による制御の下、患者側電源である電源回路２４０
から電子スコープ１００に電源電圧が供給される。電源回路２４０からは、電子スコープ
１００の制御部用の電源電圧と、撮像部用の電源電圧がそれぞれ供給される。尚、図示し
ない別の電源回路（二次側電源）から、電子内視鏡用プロセッサ２００の各部にも電源電
圧が供給される。
【００２２】
　そして、電子スコープ１００が患者の体腔内に挿入され、電子内視鏡用プロセッサ２０
０内に（または別装置として）設けられた光源装置から、電子スコープ１００に照明光が
供給される。照明光は、電子スコープ１００の図示しないＬＣＢ（Light Carrying Bundl
e）内を伝播し、電子スコープ１００の先端から出射して被写体に照射される。被写体か
らの反射光は、対物レンズを介して撮像部１３０の受光面上で光学像を結ぶ。
【００２３】
　撮像部１３０は、各種フィルタが受光面に配置された単板式カラーＣＣＤ（Charge-Cou
pled Device）イメージセンサである。撮像部１３０は、ドライバー回路１４０によって
駆動され、受光面上で結像した光学像に応じた３原色Ｒ，Ｇ，Ｂ各色の撮像信号を生成す
る。生成された撮像信号は、映像信号処理回路１５０に入力される。映像信号処理回路１
５０は、スコープ制御部１１０の制御の下、入力された撮像信号にガンマ補正やゲイン調
整等の画像処理を施し、映像信号を生成する。このとき、スコープ制御部１１０は、メモ
リ１２０（ＲＯＭまたは不揮発性メモリ）にアクセスして電子スコープ１００の固有情報
を読み出し、該固有情報に基づいて、映像信号処理回路１５０を制御する。映像信号処理
回路１５０で生成された映像信号は、電子内視鏡用プロセッサ２００に送信される。
【００２４】
　電子内視鏡用プロセッサ２００内の各種回路の動作やタイミングは、制御部２１０によ
って制御される。制御部２１０は、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）を用い
て構成される。ビデオ信号処理回路２２０は、絶縁回路２３０を介して、電子スコープ１
００から送信される映像信号を受信する。そして、制御部２１０による制御の下、電子ス
コープ１００から送信される映像信号に基づいて、モニタ表示するためのビデオ信号を生
成し、モニタ３００に出力する。これにより、術者は、モニタ３００に表示される画像を
確認しながら、患者の体内（例えば消化器官など）の観察または治療を行うことができる
。
【００２５】
　上述のように、電子スコープ１００は電子内視鏡用プロセッサ２００から供給される電
源電圧によって駆動する構成となっているが、電子スコープ１００には、複数の種類（シ
リーズ）があり、その種類に応じて必要とする電源電圧が異なる。詳しくは、電子スコー
プ１００に供給される制御部用の電源電圧は、電子スコープ１００の種類にかかわらず同
じであるが、撮像部用の電源電圧が、電子スコープ１００の種類に応じて異なる。そこで
、本実施形態では、電子スコープ１００の種類に応じた電源電圧を提供する構成を備えて
いる。具体的には、本実施形態の電源回路２４０は、第１電源電圧（後述のＡ（Ｖ））を
生成する第１レギュレータ２４３および第２電源電圧（後述のＢ（Ｖ））を生成する第２
レギュレータ２４４を備える。そして、後述する電圧切り替え処理において、第１電源電
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圧および第２電源電圧を切り替えて、電子スコープ１００へ供給する。尚、本実施形態で
は、映像信号とともに同期信号を電子内視鏡用プロセッサに送信する電子スコープ（シリ
ーズＡ）、および映像信号のみを送信する電子スコープ（シリーズＢ）がそれぞれ電子内
視鏡用プロセッサ２００に接続されることを想定し、これらに対する電源電圧の切り替え
処理について述べる。
【００２６】
　図２は、本実施形態における電圧切り替え処理の流れを示すフローチャートである。本
処理は、電子内視鏡用プロセッサ２００の制御部２１０、ならびにＬＰＦ２４１、コンパ
レータ２４２およびリレー２４５などの電気部品によって実行される。本処理は、電子内
視鏡用プロセッサ２００の電源がＯＮされた場合に開始され、最初に、制御部２１０にて
、ロックレバー２５０の状態が判断される（Ｓ１０１）。ここで、ロックレバー２５０が
ＯＮでない場合、すなわち電子スコープ１００が電子内視鏡用プロセッサ２００に固定さ
れていない場合は（Ｓ１０１：ＮＯ）、ロックレバー２５０がＯＮになるまで待機する。
一方、ロックレバー２５０がＯＮになっている場合は（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、制御部２１
０は、電子スコープ１００の制御部用電源をＯＮにする（Ｓ１０２）。これにより、電子
内視鏡用プロセッサ２００の電源回路２４０から、電子スコープ１００に制御用の電源電
圧が供給され、スコープ制御部１１０が駆動する。
【００２７】
　電子スコープ１００のスコープ制御部１１０が駆動されることにより、当該電子スコー
プ１００が、映像信号とともに同期信号を送信するものである場合（すなわちシリーズＡ
である場合）、スコープ制御部１１０から電子内視鏡用プロセッサ２００に同期信号が送
信される。送信された同期信号は、ＬＰＦ２１４によって高周波成分が除去され、コンパ
レータ２４２の一方の端子に入力される。また、コンパレータ２４２の他方の端子には、
閾値となる参照電圧が入力される。コンパレータ２４２は、入力される同期信号を閾値と
比較した結果を出力する。ここで、コンパレータ２４２に同期信号が入力される場合は、
コンパレータ２４２は「１」（Ｈｉｇｈｔ）の信号を出力する。一方、電子スコープ１０
０が、映像信号のみを送信するものである場合（すなわちシリーズＢである場合）、電子
スコープ１００から電子内視鏡用プロセッサ２００には同期信号は送信されない。そのた
め、コンパレータ２４２は「０」（Ｌｏｗ）の信号を出力する。このように、コンパレー
タ２４２の出力によって、同期信号が有るか否かを判断することができる（Ｓ１０３）。
【００２８】
　ここで、電子スコープ１００によっては、電子内視鏡用プロセッサ２００に接続されて
から直ぐに同期信号が送信されない場合もある。そのため、電子内視鏡用プロセッサ２０
０に接続されてから所定の時間が経過し、安定して同期信号が送信される状態となってか
ら、同期信号の有無を判断することが望ましい。そこで、本実施形態では、コンパレータ
２４２の時定数を比較的長く設定し、コンパレータ２４２が短期間の入力信号ではなく、
所定の時間における入力信号に対する比較結果を出力するよう構成される。これにより、
電子スコープ１００から送信される同期信号を確実に確認することが可能となる。
【００２９】
　そして、同期信号が有る（すなわち、コンパレータ２４２の出力が１の）場合（Ｓ１０
３：ＹＥＳ）、接続される電子スコープ１００は、同期信号を送信するシリーズＡである
。そして、電源回路２４０は、コンパレータ２４２の出力に基づき、第１レギュレータ２
４３をＯＮする（Ｓ１０４）。第１レギュレータ２４３は、電源回路２４０の電圧Ｃ（Ｖ
）からシリーズＡ用の第１電源電圧Ａ（Ｖ）を生成する。そして、トランジスタ等を用い
て、リレー２４５がコンパレータ２４２の出力に基づき第１レギュレータ２４３に切り替
えられる（Ｓ１０５）。これにより、電子スコープ１００にシリーズＡ用の第１電源電圧
Ａ（Ｖ）が供給される。
【００３０】
　一方、同期信号が無い（すなわち、コンパレータ２４２の出力が０の）場合（Ｓ１０３
：ＮＯ）、接続される電子スコープ１００は、同期信号を送信しないシリーズＢであると
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判断される。そして、電源回路２４０は、コンパレータ２４２の出力に基づき、第２レギ
ュレータ２４４をＯＮする（Ｓ１０６）。第２レギュレータ２４４は、電源回路２４０の
電圧Ｃ（Ｖ）からシリーズＢ用の第２電源電圧Ｂ（Ｖ）を生成する。そして、リレー２４
５が、コンパレータ２４２の出力に基づき第２レギュレータ２４４に切り替えられる（Ｓ
１０７）。これにより、電子スコープ１００にシリーズＢ用の印加電圧Ｂ（Ｖ）が供給さ
れる。
【００３１】
　その後、観察を終了するか否かが判断され（Ｓ１０８）、観察を終了するまで（Ｓ１０
８：ＹＥＳ）、接続される電子スコープ１００のシリーズに応じた電源電圧が供給される
。
【００３２】
　このように、第１実施形態における電子内視鏡システム１では、電子内視鏡用プロセッ
サ２００が、接続される電子スコープ１００からの同期信号の有無に基づいて、電子スコ
ープ１００のシリーズを判別し、該シリーズに応じた電源電圧を生成して供給することが
できる。そのため、電子スコープ１００の種類に応じて専用のプロセッサ２００を準備す
る必要がなく、複数種類の電子スコープ１００でプロセッサ２００を共用することができ
る。また、プロセッサ２００側で、異なる電源電圧を生成し、切り替えて電子スコープ１
００に供給するため、電子スコープ１００に新たな構成を追加する必要が無く、電子スコ
ープ１００の大型化を防ぐことができる。さらに、上記実施形態では、第１レギュレータ
２４３および第２レギュレータ２４４の切り替え、およびリレー２４５の切り替えの両方
を行うことで、中途半端な状態を作ることなく、正確に切り替えを行うことができる。
【００３３】
　続いて、図３および図４を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。図３は
、第２実施形態に係る電子内視鏡システム１Ａの概略構成を示すブロック図である。図３
に示すように、本実施形態の電子内視鏡システム１Ａは、電子スコープ１００、電子内視
鏡用プロセッサ２００Ａおよびモニタ３００を備えている。
【００３４】
　本実施形態の電子内視鏡システム１Ａの構成は、ＬＰＦ２４１およびコンパレータ２４
２を備えていない点を除いて第１実施形態の電子内視鏡システム１と同様である。そのた
め、同じ構成要素に対しては、同じ参照番号を付し、説明を省略する。第１実施形態にお
いては、コンパレータ２４２の出力に応じて電源回路２４０およびリレー２４５が制御さ
れたが、第２実施形態では、制御部２１０によって電源回路２４０およびリレー２４５が
制御される点において相違する。
【００３５】
　図４は、本実施形態における電圧切り替え処理の流れを示すフローチャートである。本
実施形態では、制御部２１０によって、電圧切り替え処理が行われる。本処理は、第１実
施形態と同様に、電子内視鏡用プロセッサ２００Ａの電源がＯＮとされた場合に開始され
る。そして、最初に、制御部２１０にてロックレバー２５０の状態が判断される（Ｓ２０
１）。ここで、ロックレバー２５０がＯＮでない場合、すなわち電子スコープ１００が電
子内視鏡用プロセッサ２００Ａに固定されていない場合は（Ｓ２０１：ＮＯ）、ロックレ
バー２５０がＯＮになるまで待機する。一方、ロックレバー２５０がＯＮになっている場
合は（Ｓ２０１：ＹＥＳ）、制御部２１０は、電子スコープ１００の制御部用電源をＯＮ
にする（Ｓ２０２）。これにより、電子内視鏡用プロセッサ２００Ａの電源回路２４０か
ら、電子スコープ１００に制御用の電源電圧が供給され、スコープ制御部１１０が駆動す
る。
【００３６】
　電子スコープ１００のスコープ制御部１１０が駆動されることにより、当該電子スコー
プ１００が、映像信号とともに同期信号を送信するものである場合（すなわちシリーズＡ
である場合）、スコープ制御部１１０から電子内視鏡用プロセッサ２００Ａに同期信号が
送信される。電子内視鏡用プロセッサ２００Ａに送信された同期信号は、絶縁回路２３０
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を介して、制御部２１０で受信する。また、電子スコープ１００が、映像信号のみを送信
するものである場合（すなわちシリーズＢである場合）、電子スコープ１００から電子内
視鏡用プロセッサ２００Ａに、同期信号は送信されない。続いて、ロックレバー用カウン
タのカウント値Ｌに１が加算される（Ｓ２０３）。尚、本処理開始時において、カウント
値Ｌは０とされる。
【００３７】
　続いて、制御部２１０において同期信号が有るか否かが判断される（Ｓ２０４）。そし
て、同期信号がある（すなわち、制御部２１０が同期信号を受信している）場合（Ｓ２０
４：ＹＥＳ）、同期信号用カウンタのカウント値Ｓに１が加算される（Ｓ２０５）。尚、
本処理開始時において、カウント値Ｓは０とされる。続いて、カウント値ＬがＭＡＸであ
るか否かが判断される（Ｓ２０６）。カウント値ＬがＭＡＸでない場合（Ｓ２０６：ＮＯ
）、Ｓ２０３に戻り、以降の処理を繰り返す。
【００３８】
　一方、カウント値ＬがＭＡＸである場合（Ｓ２０６：ＹＥＳ）、続いてカウント値Ｓが
ＭＡＸであるか否かが判断される（Ｓ２０７）。カウント値ＳがＭＡＸでない場合（Ｓ２
０７：ＮＯ）、Ｓ２０４に戻り、以降の処理を繰り返す。上述のように、電子スコープ１
００によっては、電子内視鏡用プロセッサ２００Ａに接続されてから直ぐに同期信号が送
信されない場合もある。そのため、電子スコープ１００が電子内視鏡用プロセッサ２００
Ａに固定されてからのカウント（カウント値Ｌ）、および同期信号を受信してからのカウ
ント（カウント値Ｓ）を行うことにより、安定して同期信号が送信される状態になるまで
の所定の時間を待機する。これにより、電子スコープ１００から送信される同期信号を確
実に確認することが可能となる。
【００３９】
　そして、カウント値ＳがＭＡＸである場合（Ｓ２０７：ＹＥＳ）、接続される電子スコ
ープ１００は、同期信号を送信するシリーズＡであると判断される。そして、制御部２１
０は、シリーズＡに供給する第１電源電圧を生成するよう電源回路２４０に制御信号を送
信する。電源回路２４０は、受信した制御信号に基づいて、第１レギュレータ２４３をＯ
Ｎする（Ｓ２０８）。第１レギュレータ２４３は、電源回路２４０の電源電圧Ｃ（Ｖ）か
らシリーズＡ用の第１電源電圧Ａ（Ｖ）を生成する。また、制御部２１０は、リレー２４
５に制御信号を送信し、リレー２４５を第１レギュレータ２４３に切り替える（Ｓ２０９
）。これにより、電子スコープ１００にシリーズＡ用の電源電圧Ａ（Ｖ）が供給される。
【００４０】
　一方、同期信号が無い場合（Ｓ２０４：ＮＯ）、所定の時間の経過を待つために、カウ
ント値ＬがＭＡＸであるか否かが判断される（Ｓ２１０）。ここで、カウント値ＬがＭＡ
Ｘでない場合（Ｓ２１０：ＮＯ）、Ｓ２０３に戻り、以降の処理を繰り返す。一方、カウ
ント値ＬがＭＡＸである場合（Ｓ２１０：ＹＥＳ）、接続される電子スコープ１００は、
同期信号を送信しないシリーズＢであると判断される。そして、制御部２１０は、シリー
ズＢに供給する第２電源電圧を生成するよう電源回路２４０に制御信号を送信する。電源
回路２４０は、受信した制御信号に基づいて、第２レギュレータ２４４をＯＮする（Ｓ２
１１）。第２レギュレータ２４４は、電源回路２４０の電圧Ｃ（Ｖ）からシリーズＢ用の
第２電源電圧Ｂ（Ｖ）を生成する。また、制御部２１０は、リレー２４５に制御信号を送
信し、リレー２４５を第２レギュレータ２４４に切り替える（Ｓ２１２）。これにより、
電子スコープ１００にシリーズＢ用の電源電圧Ｂ（Ｖ）が供給される。
【００４１】
　その後、観察を終了するか否かが判断され（Ｓ２１３）、観察を終了するまで（Ｓ２１
３：ＹＥＳ）、接続される電子スコープ１００のシリーズに応じた電源電圧が供給される
。
【００４２】
　このように、第２実施形態における電子内視鏡システム１Ａにおいても、第１実施形態
と同様の効果を得ることができる。また、第１実施形態に比べ、電子内視鏡用プロセッサ
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【００４３】
　以上が本発明の実施形態の説明であるが、本発明は、上記の構成に限定されるものでは
なく、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば、電圧切り替
え処理において、上記第１実施形態および第２実施形態を組み合わせることも可能である
。図５は、第１実施形態および第２実施形態を組み合わせた変形例の電子内視鏡システム
１Ｂの概略構成を示すブロック図である。電子内視鏡システム１Ｂの電子内視鏡用プロセ
ッサ２００Ｂでは、コンパレータ２４２からの出力信号、および制御部２１０からの制御
信号の論理積を取り、これに基づいて電源回路２４０による第１レギュレータ２４３およ
び第２レギュレータ２４４のＯＮ/ＯＦ、ならびにリレー２４５の切り替えを行う。これ
により、より確実に同期信号の有無に基づいた電源電圧の供給を行うことが可能となる。
【００４４】
　また、上記実施形態では、第１レギュレータ２４３および第２レギュレータ２４４の切
り替え、ならびにリレー２４５の切り替えの両方を行う構成としたが、いずれか一方のみ
を切り替える構成としても良い。
【符号の説明】
【００４５】
１、１Ａ　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
１１０　スコープ制御部
１３０　撮像部
１５０　映像信号処理回路
２００、２００Ａ　電子内視鏡用プロセッサ
２１０　制御部
２２０　ビデオ信号処理回路
２３０　絶縁回路
２４０　電源回路
２４１　ＬＰＦ
２４２　コンパレータ
２４３　第１レギュレータ
２４４　第２レギュレータ
２４５　リレー
２５０　ロックレバー
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摘要(译)

要解决的问题为电子内窥镜和电子内窥镜系统提供处理器，该系统能够
根据要连接的电子示波器的类型提供电源电压。本发明涉及一种连接到
具有成像单元，用于处理由电子内窥镜获取的图像的图像处理单元的电
子内窥镜的电子内窥镜的处理器，并将该电子内窥镜用于输出电源电
压，产生第一电压发生器，用于用于驱动成像单元，用于驱动图像拾取
单元中，从所述第一电压不同的第二电压产生第一电压的电源电路第二
电气以及包括压力产生单元的发电电路，其中电源电路被配置为基于从
电子内窥镜接收的同步信号的存在或不存在通过切换输出第一电压或第
二电压。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d1dcf100-957c-4ee6-9c2d-886c75c913db
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/053767854/publication/JP6270497B2?q=JP6270497B2

